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『
青
陽
石
庁
礎
』
二
、
三
編
の
校
閲
に
つ
い
て

せ
い
よ
う
せ
き
や
か
た
の
い
し
ず
え

大

関

綾

は
じ
め
に

『
青

陽

石

庁

礎
』
は
全
四
編
十
六
巻
の
合
巻
で
、
畔
江
屋
で
起
き

せ
い
よ
う
せ
き
や
か
た
の
い
し
ず
え

く

ろ

え

た
夜
盗
・
殺
人
事
件
に
つ
い
て
青
砥
藤
綱
が
明
断
を
下
す
と
い
う
内
容
を

主
軸
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
作
者
は
初
編
か
ら
三
編
ま
で
は
一
筆
庵
主
人

（
渓
斎
英
泉
〈
一
七
九
一
―
一
八
四
八
〉

）
、
四
編
は
柳
下
亭
種
員
〈
一
八
〇
七
―
一
八
五
八
〉

で
あ

り
、
刊
年
は
初
編
が
弘
化
五
年
〈
一
八
四
八
〉

、
二
編
が
嘉
永
二
年
〈
一
八
四
九
〉

、
三

・
四
編
が
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
〇
〉

で
あ
る
。
浄
書
家
は
谷
金
川
、
板
元
は
和
泉

屋
市
兵
衛
で
あ
る
。

作
者
の
交
代
は
一
筆
庵
主
人
の
死
没
（
嘉
永
元
年
〈
一
八
四
八
〉

七
月
）
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
二
編
と
三
編
は
一
筆
庵
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
刊
本
に
も
嘉
永
元
年
に
脱
稿
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三

編
は
四
編
と
同
じ
く
嘉
永
三
年
正
月
刊
で
あ
り
、
出
板
が
遅
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
作
者
没
後
の
刊
行
物
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
一
部
を
除
き
考
察
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る

（
一
）

。

幸
い
『
青
陽
石
庁
礎
』
に
は
作
者
が
生
前
に
成
稿
し
、
没
後
に
刊
行
さ

れ
た
出
板
過
程
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
二
編
上
冊
、
三
編
上
冊
の
草
稿

本
が
残
存
し
て
い
る
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
）
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
草
稿
本
と
刊
本
と
の
間
に
は
異
同
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

戯
作
本
の
草
稿
本
と
刊
本
と
の
異
同
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
に
『
天
理

図
書
館
善
本
叢
書

近
世
小
説
稿
本
集
』（

二
）

が
あ
る
。
収
録
さ
れ
る
作
品

の
内
、
曲
亭
馬
琴
著
・
中
本
型
読
本
『
敵
討
誰
也
行
燈
』
上
巻
に
は

箇
55

所
（
う
ち
貼
紙
剥
落
の
徴
が
あ
る
も
の
が

箇
所
）
、
山
東
京
伝
著
・
黄

28

表
紙
『
人
間
萬
事
吹
矢
的
』
上
中
下
に
は

箇
所
、
為
永
春
水
著
・
人
情

64

本
『
花
名
所
懐
中
暦
』
二
編
に
は

箇
所
の
異
同
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

46

他
に
も
「
江
戸
戯
作
文
庫
」（

三
）

の
内
、
十
返
舎
一
九
著
・
合
巻
『
金
草
鞋
』

二
編
に
は

箇
所
、
式
亭
三
馬
著
・
合
巻
『
腹
之
内
戯
作
種
本
』
上
中
下

471

に
は

箇
所
の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
内
容
は
、
言
葉

25

を
補
う
も
の
や
削
除
す
る
も
の
が
主
で
あ
り
、
一
般
に
は
草
稿
本
と
刊
本

と
の
差
異
は
大
き
く
な
い
。
『
金
草
鞋
』
（
全
三
十
丁
）
に
は
多
く
の
異
同

が
あ
る
が
、
主
に
助
字
の
補
い
や
草
稿
本
に
記
さ
れ
て
い
る
が
刊
本
で
抜

け
て
い
る
箇
所
な
ど
で
あ
り
、
林
美
一
氏
は
解
説
の
中
で
こ
れ
ら
の
異
同

を
「
誤
記
や
、
筆
耕
の
誤
り
」
と
す
る
。

し
か
し
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
に
見
ら
れ
る
異
同
は
誤
記
な
ど
に
は
止
ま

ら
な
い
も
の
が
散
見
す
る
。
本
稿
で
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
二
編
上
冊
、
三

編
上
冊
の
草
稿
本
に
つ
い
て
、
出
板
過
程
に
お
け
る
位
置
付
け
と
草
稿
本

と
刊
本
間
の
異
同
の
内
容
を
検
討
し
、
他
の
資
料
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
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で
、
出
板
に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

一
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
草
稿
本
の
書
誌
と
位
置
付
け

『
青
陽
石
庁
礎
』
二
編
上
冊

（1）天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
。（
請
求
番
号
、

．

―
イ

）（
四
）

913

64

21

写
本
。
中
本
一
冊
。
一
筆
庵
主
人
著
。
自
筆
自
画
。
縦
一
九
．
三
糎
、
横

一
三
．
五
糎
。
丁
数
、
十
丁
。
仮
綴
を
表
紙
（
本
文
共
紙
）
と
同
質
紙
で

包
背
。

表
紙
中
央
に
外
題
打
付
書
「
靑
陽
石
貮
編

上
冊
」
、
表
紙
右
下
に
「
一

筆
庵
主
人
作
／
一
陽
斎
豊
國
画
」
、
左
下
に
「
版
元

和
泉
屋
市
兵
衛
」

と
あ
る
。
外
題
左
に
朱
筆
「
申
五
月
十
五
日
出
之
／
々
十
月
十
弐
日
板
下

改
印
済
」
、
外
題
上
部
に
改
印
「
村
田
」
「
米
原
」
（
墨
小
円
印
）。
後
表
紙

中
央
に
「
嘉
永
改
元
五
月
稿
成
」
「
策
子
魁
首
／
筆
福
硯
寿
」
。
包
背
紙
に

は
前
表
紙
側
に
二
箇
所
、
後
表
紙
側
に
一
箇
所
、
割
印
「
壱
筆
」
（
朱
円

印
、
一
筆
庵
主
人
）
が
あ
る
。

見
返
し
に
「
黄
金
赤
縄
／
黒
白
明
断

靑

陽

石

廳

礎
二
編
」
「
一

こ
か
ね
せ
き
し
や
う

こ
く
ひ
や
く
め
い
た
ん

せ
い
や
う
せ
き
や
か
た
の
い
し
す
へ
に

へ

ん

筆
葊
主
人
戯
作
〔
印
影
模
写
〕
／
一
陽
齋
豊
國
画
〔
印
影
模
写
〕
」
「
一
名

／
靑
砥
譚

第
二
輯
／
上
之
巻
」
「
迎
慶
／

窩
時
嘉
永
二
年
／
在
歳
己
酉

あ
を
と
も
の
か
た
り

孟
春
／
發
市

招

福
」
「
司
馬
神
明
前
／
和
泉
屋
市
兵
衛
販
」
。

序
文
な
し
（
刊
本
も
同
様
）。
口
絵
に
「
嘉
永
／
改
元
」
「
申
歳
／
稿
成

／
酉
春
發
兌
」
「
書
肆
甘
泉
堂
壽
梓
」
。
口
絵
・
本
文
に
貼
紙
訂
正
あ
り
。

剥
落
の
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
朱
筆
に
て
挿
画
の
指
示
あ
り
（
「
わ
く
の

も
や
う
な
ん
で
も
よ
ろ
し
」
や
「
じ
ら
い
や
の
や
う
な
男
」
な
ど
）。

『
青
陽
石
庁
礎
』
三
編
上
冊

（2）天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
。
（
請
求
番
号
、

．

―
イ

）

913

64

21

写
本
。
中
本
一
冊
。
一
筆
庵
主
人
著
。
自
筆
自
画
。
縦
一
九
．
七
糎
、
横

一
三
．
五
糎
。
丁
数
、
十
丁
。
仮
綴
を
表
紙
（
本
文
共
紙
）
と
同
質
紙
で

包
背
。

表
紙
中
央
に
外
題
打
付
書
「
靑
陽
石
第
三
編
／
上
之
巻
」
、
表
紙
右
下
に

「
一
筆
葊
稿
本
／
一
陽
斎
画
圖
」
、
左
下
に
「
願
人
版
元

芝
神
明
前
／

和
泉
屋
市
兵
衛
」
、
外
題
右
上
に
「
十
一
月
十
七
日
板
下
改
済
」
、
外
題
上

部
に
改
印
「
村
田
」
「
米
原
」
（
墨
小
円
印
）
。
後
表
紙
中
央
に
「
嘉
永
元

年
中
夏
／
稿
成
酉
春
發
市
」
。
包
背
紙
に
は
前
表
紙
側
に
二
箇
所
、
後
表

紙
側
に
一
箇
所
割
印
「
壱
筆
」（
朱
円
印
、
一
筆
庵
主
人
）
が
あ
る
。

見
返
し

（
五
）

に
「
黄
金
／
赤
縄
／
黒
白
／
明
断

靑

陽

石

廳

礎
第

こ
か
ね

せ
き
し
や
う

こ
く
ひ
や
く

め
い
た
ん

せ
い
や
う
せ
き
や
か
た
の
い
し
す
へ
た
い

三
編
／
一
名

青
砥
譚
」
「
三
輯
上
冊
」
「
一
筆
葊
主
人
戯
作
／
一
陽
斎

さ
ん
へ
ん

い
つ
の
な

あ
を
と
も
の
か
た
り

豊
國
画
」
「
嘉
永
改
元
／
申
年
稿
成
／
同
二
酉
歳
／
新
春
發
兌
」
「
芝
神
明

前
三
嶌
街
／
甘
泉
堂

和
泉
屋
市
兵
衛
版
」
。

序
文
は
枠
の
中
に
全
面
貼
付
。
序
文
末
に
「
維
旹
嘉
永
戊
申
年
脱
稿
／

同
己
酉
新
春
發
兌
」「
一
筆
庵
主
人
謾
誌
〔
「
一
筆
」（
朱
円
印
）
を
貼
紙
〕
」
。

口
絵
・
本
文
に
貼
紙
訂
正
あ
り
。
付
箋
四
枚
あ
り
。
剥
落
の
跡
は
見
当
た

ら
ず
。
朱
に
て
挿
画
の
指
示
あ
り
（
「
ご
ろ
は
ち
茶
わ
ん
の
や
う
な
や
す

い
茶
わ
ん
」
な
ど
）。

両
冊
と
も
「
板
下
改
」
の
墨
書
が
あ
り
、
改
印
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

事
に
提
出
し
た
も
の
と
思
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
刊
本
と
比
較
す
る
と
二
編

上
冊
で

、
三
編
上
冊
で

も
の
異
同
が
確
認
で
き
る

（
六
）

。
こ
の
草
稿

209

187

本
の
後
、
さ
ら
な
る
改
訂
版
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

あ
る
い
は
浄
書
家
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

が
、『
青
陽
石
庁
礎
』
の
浄
書
を
行
っ
た
谷
金
川
は
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

第
九
輯
四
十
巻
に
お
い
て
も
浄
書
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
草
稿
本
と
刊
本
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を
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
異
同
は
見
ら
れ
な
い

（
七
）

。
そ
の
た
め
、
浄

書
家
に
よ
る
校
訂
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

二
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
異
同
の
分
析

『
青
陽
石
庁
礎
』
に
お
け
る
校
訂
の
大
部
分
は
他
の
戯
作
本
と
同
様
に
、

草
稿
本
の
ま
ま
で
は
説
明
不
足
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
補
う
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
欲
心
お
こ
り
て
家
を
出
直
し
幸
い
蔵
の
屋
根
普
請
」
（
草
稿
本

よ
く
し
ん

い
へ

な
を

さ
い
わ

く
ら

や

ね

ふ

し

ん

三
編
七
ウ
八
オ
）と
い
う
箇
所
を
「
欲
心
お
こ
り
て
宿
を
出
直
し
又
畔
江
屋

よ
く
し
ん

や
ど

な
ほ

く

ろ

え

や

へ
忍
び
行
き
し
に
、
幸
ひ
蔵
の
屋
根
普
請
」
（
刊
本
三
編
七
ウ
）
と
校
訂

し
の

ゆ

さ
い
は

く
ら

や

ね

ぶ

し

ん

し
て
い
る
。

他
に
も
、
意
味
の
相
似
す
る
単
語
の
重
複
を
避
け
、
文
章
の
流
れ
を
よ

く
す
る
た
め
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

引
手
は
後
を
見
送
り
て
、
庭
口
の
閉
ま
り
を
為
し
て
、
燭
を
と
も
し

ひ

く

て

あ
と

お
く

に
は
ぐ
ち

し

な

し
よ
く

て
隅
々
に

心

を
付
け
て
臥
所
に
入
ら
ん
と
灯
り
を
携
へ
庭
へ
降
り

く
ま
〴
〵

こ
ゝ
ろ

つ

ふ

し

ど

い

あ
か

た
づ
さ

に
は

を

て
蔵
の
脇
を
見
巡
ら
ん
と
、
何
心
な
く
歩
み
行
く
を
（
草
稿
本
二
編

く
ら

わ
き

め
く

な
に
こ
ゝ
ろ

あ
ゆ

ゆ

七
ウ
）

引
手
は
手
燭
に
袖
を
覆
ひ
、
外

の
方
ま
で
送
り
出
で
、
庭
口
の
閉

し
よ
く

そ
で

お
ほ

か
た

お
く

い

に
は

し

と

ま
り
も
為
す
べ
く
、
猶
隅
々
に
心
を
付
け
て
臥
所
に
入
ら
ん

な

な
ほ

く
ま
ぐ
ま

こ
ゝ
ろ

つ

ふ

し

ど

い

と
何
心
な
く
蔵
の
脇
を
歩
み
行
く
に
（
刊
本
二
編
八
オ
）

な
に
ご
ゝ
ろ

く
ら

わ
き

あ
ゆ

ゆ

右
の
例
は
草
稿
本
で
「
燭
を
と
も
し
て
」
と
「
灯
り
を
携
へ
」
と
類
似
し

た
描
写
が
続
く
。
刊
本
で
は
こ
れ
ら
の
描
写
を
一
連
の
動
作
の
前
に
「
手

燭
に
袖
を
覆
ひ
」
と
の
一
言
を
加
え
る
こ
と
で
集
約
し
て
い
る
。

こ
の
上
、
他
戯
作
本
の
異
同
と
比
べ
て
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
異
同
で
特

徴
的
な
こ
と
は
、
似
た
意
味
を
持
つ
単
語
間
で
も
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

例
え
ば
、
助
詞
の
「
の
」
「
が
」
「
は
」
の
違
い
（
「
な
み
だ
の
せ
き
あ

へ
ず
」（
草
稿
本
）「
な
み
だ
は
せ
き
あ
へ
ず
」（
刊
本
）
、「
弥
市
の
ま
へ
」

（
草
稿
本
）
「
や
市
が
ま
へ
」
（
刊
本
）
）
や
人
称
の
違
い
（
「
そ
れ
が
し
」

（
草
稿
本
）
「
わ
れ
」
（
刊
本
）
、
「
わ
た
く
し
の
」
（
草
稿
本
）
「
や
つ
が
れ

が
」
（
刊
本
）
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
意
味
の
違
い
は
な
い
も
の
の
、
受
け

る
印
象
が
微
妙
に
変
化
す
る
語
の
校
訂
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
「
て
い
た
ら
く
」
「
も
て
な
し
ぶ

り
」
の
異
同
で
あ
る
。
当
該
箇
所
の
前
後
を
次
に
示
す
。

腰
元
引
手
に
指
図
し
て
、
茶
を
す
ゝ
め
な
ど
す
る
て
い
た
ら
く
、
琴

こ
し

ひ
く

さ

し

づ

ち
や

次
の
取
り
成
り
、
し
と
や
か
に
し
て
、
年
に
似
げ
な
き
臆
す
る
体
な

と

な

と
し

に

お
く

て
い

く
（
草
稿
本
二
編
七
ウ
）

引
手
に
指
図
し
て
、
茶
を
す
ゝ
め
、
菓
子
を
す
ゝ
む
る
も
て
な
し
ぶ

ひ
く

さ

し

づ

ち
や

く

わ

し

り
の
琴
次
が
取
り
成
り
、
し
と
や
か
に
し
て
、
年
に
は
似
ず
、
臆
す

と

な

と
し

に

お
く

る
色
な
き
を
（
刊
本
二
編
七
オ
）

い
ろ

右
は
鎌
倉
畔
江
屋
の
娘
の
琴
次
が
、
越
後
か
ら
来
た
篤
三
郎
（
本
家
八
角
島

は

か

た

屋
の
嫡
子
で
琴
次
の
許
婚
）
を
も
て
な
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

「
て
い
た
ら
く
」
と
い
う
語
は
好
ま
し
く
な
い
有
様
を
表
す
意
と
し
て
現

在
使
わ
れ
る
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
も
同
じ
で
、
口
語
的
要
素
の
強
い
資
料

で
あ
る
『
噺
本
大
系
』
に
見
ら
れ
る
三
例

（
八
）

は
、
「
息
子
の
見
苦
し
い
有

様
」
「
百
姓
の
困
窮
し
た
有
様
」
「
夫
の
死
期
の
有
様
」
を
指
し
て
い
る
。

一
方
で
「
て
い
た
ら
く
」
を
「
為
体
」
の
ふ
り
が
な
と
し
て
多
く
用
い
る

曲
亭
馬
琴
の
読
本

（
九
）

で
は
、
単
に
有
様
と
捉
え
る
べ
き
用
例
が
複
数
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
「
礼
儀
に
稱
ふ
、
そ
の
為
体
は
主

従
也
。
」（
『
南
総
里

れ

い

ぎ

か
な

て
い
た
ら
く

し
ゆ
う
〳
〵

見
八
犬
伝
』
第
四
回
）
は
、
「
礼
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
有
様
」
を
言
っ
て
お

り
、
好
ま
し
く
な
い
様
子
と
い
う
意
味
は
含
ま
れ
な
い
。

一
方
、
「
も
て
な
し
ぶ
り
」
と
い
う
語
は
「
茶
を
看
め
な
ど
し
た
る
、

す
ゝ
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管

待
の
愛
敬
づ
き
て
、
物
の
い
ひ
ざ
ま
憎
か
ら
ず
。
」
（
『
近
世
説
美
少

も
て
な
し
ぶ
り

あ
い
き
や
う

年
録
』
第
二
十
三
回
）
の
よ
う
に
茶
な
ど
を
出
し
て
対
応
す
る
様
子
を
指

す
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
箇
所
は
「
て
い
た
ら
く
」

で
も
作
者
の
誤
用
で
は
な
い
も
の
の
、
当
時
既
に
悪
い
意
味
も
含
ま
れ
る

語
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
て
「
も
て
な
し
ぶ
り
」
は
誤
解
が
生
ま
れ
に
く

い
単
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
校
訂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
校
訂

か
ら
読
者
へ
の
配
慮
が
窺
え
る
。

ま
た
、
「
気
儘
」
「
心
の
儘
」
も
一
見
同
じ
意
に
取
れ
る
異
同
だ
が
、
校

訂
前
後
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

あ
の
金
少
し
わ
が
手
に
あ
ら
ば
、
若
旦
那
を
気
儘
に
か
く
ま
ひ
申
さ

か
ね
す
こ

わ
か
だ
ん
な

き

ま

ゝ

ま
う

ん
に
、
貧
ほ
ど
辛
ひ
も
の
は
な
い
（
草
稿
本
三
編
七
オ
）

ひ
ん

つ
ら

あ
の
金
少
し
わ
が
手
に
あ
ら
ば
、
若
旦
那
を
心
の
儘
に
か
く
ま
ひ
置

か
ね
す
こ

わ
か
だ
ん
な

ま
ゝ

お

か
ん
に
、
情
け
な
や
、
貧
ほ
ど
辛
い
も
の
は
な
し
（
刊
本
三
編
七
ウ
）

な
さ

ひ
ん

つ
ら

右
は
忠
義
者
の
奇
八
が
勘
当
さ
れ
た
若
旦
那
（
司
太
郎
）
を
自
宅
で
匿
い

養
う
た
め
に
、
畔
江
屋
へ
小
夜
着
を
買
い
に
訪
れ
た
場
面
で
あ
る
。
そ
の

際
に
奇
八
は
畔
江
屋
の
奥
に
積
ま
れ
た
金
を
見
て
、
「
あ
の
金
が
少
し
で

も
手
に
入
れ
ば
若
旦
那
を
不
自
由
な
く
匿
え
る
の
に
」
と
自
身
が
貧
乏
で

あ
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。「
き
ま
ゝ
」
で
は
「
お
れ
が
気
侭
に
呑
う
」（
『
浮

き

ま

ゝ

の
ま

世
風
呂
』
初
編
巻
之
下
）
の
よ
う
に
「
考
え
な
し
」
の
よ
う
な
意
が
含
ま

れ
る
が
、
当
該
箇
所
で
は
「
（
人
の
た
め
に
）
思
う
存
分
」
行
動
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
意
を
表
す
「
心
の
ま
ゝ
」
の
方
が
誤
解
な
く
読
め
る
。

さ
ら
に
、
単
語
だ
け
で
は
な
く
文
章
自
体
を
改
変
し
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。

誰
か
国
政
に
預
か
る
の
器
あ
ら
ん
。
こ
の
上
そ
れ
が
し
に
代
わ
り
て

た
れ

せ
い

あ
つ

う
つ
は

う
へ

か
は

領

内
の
非
義
邪
曲
を
正
し
、
心

の
侭
に
計
ら
ひ
給
へ
。
是
、
我
が
為

り
や
う
な
い

ひ
ぎ
じ
や
き
よ
く

こ
ゝ
ろ

ま
ゝ

は
か

こ
れ

わ

た
め

に
し
て
他
の
㕝
に
あ
ら
ず
、
と
新
た
に
そ
の
許
し
文
一
通
を
み
づ
か

た

こ
と

あ
ら

ゆ
る

ぶ
み
い
つ
つ
う

ら

認

め
、
藤
綱
に
給
ひ
、
宥
め
て
職
に
居
ら
し
め
け
る
。
（
草
稿
本

し
た
ゝ

つ
な

な
た

し
よ
く

お

三
編
六
オ
）

誰
か
又
汝
に
代
は
り
て
国
政
に
預
か
る
器
あ
ら
ん
や
。
此
上
も
猶
、

た
れ

な
ん
ぢ

か
は

せ
い

あ
づ

う
つ
は

な
ほ

そ
れ
が
し
に
代
は
り
て
領
内
の
非
義
邪
曲
を
正
し
、
心
の
侭
に

行

か

り
や
う
な
い

ひ
ぎ
じ
や
き
よ
く

た
ゞ

ま
ゝ

お
こ
な

へ
か
し
。こ
れ
は
た
国
家
の
為
に
し
て
我
が
私
の
こ
と
な
ら
ず
と
て
、

か

た
め

わ

わ
た
く
し

新
た
に
そ
の
許
し
文
一
通
を

自

ら
認
め
、
藤
綱
に
授
け
、
猶
そ
の

職

あ
ら

ゆ
る

ぶ
み

つ
う

み
づ
か

し
た
ゝ

つ
な

さ
づ

な
ほ

し
よ
く

に
居
ら
し
め
ら
る
。
（
刊
本
三
編
六
ウ
）

を

右
は
、
役
人
が
利
欲
に
ま
み
れ
、
横
暴
で
あ
る
こ
と
を
主
君
北
条
時
宗
に

諫
言
し
、
自
ら
を
罷
免
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
青
砥
藤
綱
に
対
し
て
、

時
宗
が
そ
の
ま
ま
職
に
就
い
て
い
て
欲
し
い
と
慰
留
す
る
台
詞
で
あ
る
。

草
稿
本
で
は
「
自
身
の
為
に
今
後
も
忠
義
を
尽
く
し
て
欲
し
い
」
と
解
釈

で
き
る
が
、
刊
本
で
は
「
自
身
の
私
欲
の
為
で
な
く
国
家
の
た
め
に
」
と

改
訂
さ
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
前
で
、
役
人
の
横
暴
で
民
が
苦
し
め
ば

時
宗
の
不
徳
と
な
る
と
藤
綱
が
諫
言
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
国
家

の
た
め
」
と
し
た
方
が
時
宗
が
名
君
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
り
や
す
く
、
こ

の
よ
う
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
で
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
異
同
は
読

者
の
誤
読
を
避
け
る
た
め
や
、
読
者
が
円
滑
に
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

校
閲
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
方
で
校
訂
に
よ
っ
て
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
例
を
次
に
示
す
。
当
該
箇

所
の
台
詞
が
入
れ
籠
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
発
話
者
を

〈
〉
で
示
す
。
ま
た
、
当
該
箇
所
は
上
冊
の
末
文
か
ら
下
冊
冒
頭
に
続
く

部
分
で
あ
る
が
、
下
冊
の
草
稿
本
は
確
認
出
来
な
い
た
め
、
便
宜
的
に
草

稿
本
の
本
文
に
も
刊
本
の
本
文
を
続
け
て
示
し
た
。
上
冊
末
に
は
／
を
記

し
た
。〈

藤
綱
〉
「
…
牢
に
つ
な
が
れ
し
と
き
〈
喜
雲
〉
『
癪
の

病

に
と
ぢ

ひ
と
や

し
や
く

や
ま
ひ
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ら
れ
て
、
畔
江
屋
の
軒
下
に
悩
み
居
た
る
に
、
屋
根
の
上
に
て
二
人

く

ろ

え

や

の
き
し
た

な
や

ゐ

や

ね

う
へ

の
盗
賊
ひ
そ
か
に
囁
く

話

の
う
ち
に
岩
渕
弥
市
と
い
ふ
声
を
漏
れ

と
う
ぞ
く

さ
ゝ
や

は
な
し

い
は
ぶ
ち

や

こ
へ

も

聞
た
り
』
と
言
う
に
あ
ら
ず
や
、〈
喜
雲
〉『
そ
の
時
彼
に
い
か
な
る
恩

き
ゝ

い

と
き
か
れ

お
ん

義
あ
る
こ
と
か
／
篤
く
礼
を
述
べ
て
別
れ
し
を
確
か
に
見
聞
せ
し
』

あ
つ

れ
い

の

わ
か

た
し

き
ゝ

と
い
ひ
〈
喜
雲
〉
『
そ
の
身
は
通
り
か
ゝ
り
し
旅
僧
に
て
悪
事
に
組

と
ほ

た
び
そ
う

あ

く

じ

く

み
す
る
者
な
ら
ず
』
と
堅
く
言
ひ
張
り
た
り
け
る
に
…
」
（
草
稿
本

も
の

か
た

い

は

二
編
十
ウ
、
刊
本
二
編
十
一
オ
）

〈
藤
綱
〉
「
…

牢

に
つ
な
が
れ
し
と
き
〈
喜
雲
〉
『
癪
の

病

に
と
ぢ

ひ
と
や

し
や
く

や
ま
ひ

ら
れ
て
、畔
江
屋
が
隣
の
軒
下
に
う
ち
臥
し
て
悩
み
居
た
る
に
、
屋
根

く

ろ

え

や

と
な
り

の
き
し
た

ふ

な
や

ゐ

や

ね

の
上
に
て
二
人

の
盗
賊
ひ
そ
か
に
囁
く

話

の
う
ち
に
岩
渕
弥
市

う
へ

た
う
ぞ
く

さ
ゝ
や

は
な
し

い
は
ぶ
ち

や

い

ち

リ

と
い
ふ
声
を
漏
れ
聞
た
り
』
と
言
ひ
し
に
あ
ら
ず
や
、
そ
の
時
そ
も

こ
ゑ

も

き
ゝ

い

と
き

ま
た
彼
等
に
対
し
、
い
か
な
る
恩
義
あ
る
こ
と
か
／
〈
喜
雲
〉
『
篤

か

れ

ら

た
い

お
ん

あ
つ

く
礼
を
述
べ
て
別
れ
し
を
確
か
に
見
聞
せ
し
』
と
い
ひ
〈
喜
雲
〉『
そ

れ
い

の

わ
か

た
し

き
ゝ

の
身
は
通
り
か
ゝ
り
し
旅
僧
に
て
悪
事
に
組
み
す
る
者
な
ら
ず
』
と

と
ほ

た
び
そ
う

あ

く

じ

く

も
の

堅
く
言
ひ
張
り
た
り
け
る
に
…
」
（
刊
本
二
編
十
ウ
十
一
オ
）

か
た

い

は

右
は
旅
僧
の
喜
雲
が
弟
の
罪
を
被
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
供
述
を
翻
し
、

自
身
が
盗
み
を
働
い
た
の
だ
と
述
べ
た
後
の
場
面
で
、
以
前
牢
に
入
れ
ら

れ
た
時
の
喜
雲
の
供
述
を
藤
綱
が
反
芻
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

傍
線
部
が
問
題
の
箇
所
で
あ
る
。
草
稿
本
で
は
、
岩
渕
弥
市
と
聞
こ
え

た
そ
の
時
に
盗
賊
の
一
人
が
弥
市
（
彼
）
に
礼
を
述
べ
て
い
た
こ
と
を
喜

雲
が
見
聞
き
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
と
読
め
る
。
し
か
し
、
刊
本
で
は

「
彼
」
を
「
彼
等
」
と
し
、
そ
の
直
前
に
「
そ
も
ま
た
」
と
挿
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
藤
綱
が
喜
雲
に
対
し
「
二
人
の
盗
賊
に
恩
義
が
あ
っ
た
の

か
」
と
聞
い
て
い
る
よ
う
な
文
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
下

冊
で
喜
雲
が
「
礼
を
述
べ
て
別
れ
た
の
を
見
聞
き
し
た
」
と
言
っ
た
と
あ

る
文
章
と
齟
齬
が
生
ま
れ
る
。
さ
ら
に
続
い
て
喜
雲
は
自
身
を
通
り
か
か

っ
た
旅
僧
だ
と
言
っ
て
い
た
と
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
刊
本
の
「
彼
等
に

対
し
」
は
不
適
当
で
あ
り
、
盗
賊
の
内
一
人
が
も
う
一
人
の
「
彼
」
に
対

し
恩
義
が
あ
り
、
篤
く
礼
を
述
べ
て
い
た
、
と
あ
る
草
稿
本
が
正
確
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
他
の
箇
所
の
記
述
か
ら
も
、
奇
八
と
い
う
人
物
が
岩

渕
弥
市
に
礼
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
た
め
、
当
該
箇
所
で
は
「
彼
」

と
あ
る
方
が
正
し
い
。
刊
本
の
「
彼
等
」
は
巻
の
切
れ
目
で
あ
っ
た
こ
と

や
発
話
文
が
入
れ
籠
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
生
じ
た
間
違
い
だ
と

言
え
る
が
、
こ
う
し
た
間
違
い
は
作
者
本
人
が
お
か
す
と
は
考
え
難
い
た

め
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
校
閲
者
は
作
者
本
人
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
異
同
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
結
果
、
校

閲
者
に
よ
っ
て
読
者
が
よ
り
読
み
や
す
い
よ
う
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
作
者
と
は
別
の
人
物
に
よ
っ
て
校
閲
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
異
同

の
意
味
、
特
性
を
考
え
る
た
め
、
一
筆
庵
主
人
が
関
係
す
る
他
の
作
品
の

う
ち
草
稿
本
が
残
っ
て
い
る
も
の
と
『
青
陽
石
庁
礎
』
と
の
比
較
を
行
う
。

ま
ず
、『
青
陽
石
庁
礎
』
二
編
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』

十
編
、
次
に
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
草
稿
本
と
同
月
に
成
稿
し
、
校
閲
者
が

作
者
と
は
別
人
物
と
明
記
さ
れ
る
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
、
最
後
に
一

筆
庵
主
人
自
身
で
校
閲
し
た
と
思
し
い
『
夢
輔
譚
』
三
編
を
扱
う
。

三
、
他
作
品
と
の
比
較

三
―
一
、
合
巻
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』

じ
ら
い
や
ご
う
け
つ
も
の
が
た
り

ま
ず
、
合
巻
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
の
十
二
編
ま
で
の
作
者
と
一
筆
庵
主
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人
作
の
編
の
刊
行
年
を
記
す
。
作
者
は
初
編
か
ら
五
編
ま
で
が
美
図
垣
笑

顔
、
六
編
か
ら
十
一
編
ま
で
が
一
筆
庵
主
人
（
代
作
）
、
十
二
編
か
ら
が

柳
下
亭
種
員
で
あ
る
。
「
代
作
」
と
し
た
の
は
表
紙
・
見
返
し
・
巻
末
署

名
は
笑
顔
で
あ
る
が
、
刊
年
が
笑
顔
の
没
後
で
あ
る
こ
と
、
序
文
の
署
名

が
板
元
や
一
筆
庵
主
人
で
あ
る
た
め
で
、
先
行
研
究

（
十
）

に
指
摘
が
あ
る
。

刊
年
は
六
編
が
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉

、
七
編
が
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉

、
八
、
九

編
が
弘
化
五
年
〈
一
八
四
八
〉

、
十
、
十
一
編
が
嘉
永
二
年
〈
一
八
四
九
〉

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
十
編
の
草
稿
本
が
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る

（
十
一
）

。
書
誌
は
注
に
記
す

（
十
二
）

が
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
草
稿
本

と
は
異
な
る
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
十
編
の
草
稿
本
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
草
稿
本
と

書
形
は
似
て
い
る
が
、
改
印
、
割
印
が
な
く
、
「
板
下
改
」
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
弘
化
五
年
／
申
孟
春
稿
成
」
と
後
表
紙
に
あ
る

こ
と
か
ら
正
月
に
は
成
稿
し
て
お
り
、
表
紙
に
あ
る
「
申
五
月
十
六
日
持

参

」
や
「
申
十
月
五
日
出

」
と
の
記
載
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
二
編
が

ス

ル

行
事
に
提
出
、
改
が
行
わ
れ
た
日
付
と
近
い
。
ま
た
「
出

」
と
は
出
板

ル

さ
れ
た
日
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
下
冊
に
は
後
か
ら
見
返
し
を
付
け

た
箇
所
（
「
嘉
永
」
と
の
記
述
箇
所
が
あ
る
。
改
元
は
二
月
二
十
八
日
。）

が
あ
り
、
行
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
正
月
に
成
稿
し

た
後
、
手
を
加
え
て
何
所
へ
か
「
持
参
」
し
て
い
る
た
め
、
完
成
稿
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
十
編
に
つ
い
て
も
刊
本

（
十
三
）

と
草
稿
本
の
異

同
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
上
冊
は

箇
所
、
下
冊
は

箇
所
見
ら
れ
た
。

169

452

上
冊
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
二
、
三
編
の
上
冊
と
異
同
数
が
近
似
し
て
い
る
。

こ
れ
は
両
作
品
と
も
上
冊
は
五
丁
表
ま
で
口
絵
が
あ
り
、
文
字
数
が
同
程

度
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
下
冊
は
口
絵
が
な
く
本
文
が
始
ま

る
た
め
、
文
字
数
が
多
く
な
り
、
異
同
も
多
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
に
お
い
て
も
『
青
陽
石
庁
礎
』
と
同

様
、
他
戯
作
よ
り
異
同
の
数
が
多
い
。
そ
こ
で
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
の
異

同
に
つ
い
て
も
、
特
徴
的
な
例
を
三
つ
挙
げ
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
と
同
様

の
傾
向
が
な
い
か
確
認
し
た
い
。

ま
ず
、
文
章
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
に
校
訂
さ
れ
た
箇
所
を
確
認
す

る
。

尼
の
首
を
一
太
刀
に
う
ち
落
と
す
と
見
へ
け
る
が
、
そ
の
首
虚
空
を

あ
ま

く
び

ひ

と

た

ち

お

く
び
こ

く

う

飛
び
め
ぐ
り
、
怨
め
し
や
荒
九
郎
、
思
ひ
知
ら
せ
ん
。
冥
途
へ
来
れ

と

う
ら

あ
ら

お
も

し

め

い

ど

き
た

と
枝
之
進
の
首
、
須
磨
太
郎
の
首
、
梢
、
美
棹
、
松
平
の
首
い
く
つ

え
だ
の
し
ん

く
び

す

ま

く
ひ

こ
ず
へ

み

さ

ほ

へ
い

く
ひ

と
も
な
く
飛
び
め
ぐ
り
、
美
棹
の
首
は
軍
太
左
衛
門
が
右
の
腕
へ
喰

と

み

さ

ほ

く
ひ

く

ん

だ

さ

へ

も

ん

か
い
な

く

ら
ひ
つ
き
、
斬
れ
ど
も
離
れ
ず
（
草
稿
本
十
三
オ
）

き

は
な

尼
の
首
を
一

太
刀
に
打
ち
落
と
す
と
見
え
け
る
が
、
そ
の
首
虚
空

あ
ま

く
び

た

ち

う

お

く
び
こ

く

う

ト

を
飛
び
廻
れ
ば
、
こ
れ
に
続
い
て
枝
之
進
の
首
、
須
磨
太
郎
の
首
、

と

め
ぐ

つ
ゞ

え
だ
の
し
ん

く
び

す

ま

く
び

梢

、
松
平
の
首
残
ら
ず
現
れ
、
も
ろ
と
も
に
飛
び
廻
り
、
ノ
ウ
怨

こ
ず
ゑ

へ
い

く
び
の
こ

あ
ら
は

と

め
ぐ

う
ら

め
し
や
荒
九
郎
、
思
ひ
知
ら
せ
ん
、
冥
途
へ
来
れ
と
美
棹
の
首
は
軍

あ
ら

お
も

し

め

い

ど

き
た

み

さ

を

く
ひ

ぐ
ん

太
左
衛
門
が
右
の
腕
へ
食
ら
ひ
つ
き
、
切
れ
ど
も
離
れ
ず
（
刊
本
十

か
ひ
な

く

き

は
な

三
ウ
）

右
の
箇
所
以
前
に
「
尼
」
は
美
棹
の
怨
霊
の
事
で
あ
る
と
既
に
種
明
か
し

が
為
さ
れ
て
い
る
。
姫
松
須
磨
太
郎
と
そ
の
妻
美
棹
、
そ
し
て
父
母
の
枝

之
進
、
梢
、
臣
下
の
松
平
は
無
闇
軍
太
左
衛
門
（
荒
九
郎
）
に
殺
害
さ
れ

た
人
物
で
あ
り
、
右
は
彼
ら
の
怨
霊
が
軍
太
左
衛
門
を
襲
っ
て
い
る
場
面

で
あ
る
。

当
初
よ
り
「
尼
」
に
変
じ
て
軍
太
左
衛
門
と
接
し
て
い
た
美
棹
が
ま
ず

襲
い
か
か
り
、
残
り
の
怨
霊
も
次
々
と
襲
い
か
か
る
と
い
う
描
写
で
あ
る

が
、
草
稿
本
に
は
飛
び
巡
っ
て
い
る
首
の
一
つ
に
美
棹
の
首
が
挙
げ
ら
れ
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て
い
る
。
刊
本
で
は
二
重
傍
線
部
「
こ
れ
に
続
い
て
」
と
い
う
語
を
挿
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
「
美
棹
」
と
い
う
語
を
削
っ

て
い
る
。
ま
た
、
「
怨
め
し
や
荒
九
郎
」
と
述
べ
る
箇
所
を
後
置
す
る
こ

と
で
、
美
棹
の
台
詞
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
る
。

次
に
文
章
中
の
一
部
分
を
改
変
し
た
例
を
挙
げ
る
。

捨
松
に
名
乗
り
あ
わ
せ
て
汝
の
手
に
返
り
討
ち
に
も
な
る
な
ら
ば
、

す
て
ま
つ

な

の

な
ん
ぢ

か
へ

う

未
来
の
者
も
執
着
な
く
、
又
そ
れ
が
し
も
頼
ま
れ
し
そ
の
甲
斐
む
な

み

ら

い

も
の

し
う
ち
や
く

ま
た

た
の

か

ひ

し
く
な
る
べ
か
ら
ず
と
今
こ
の
所
へ

伴

ひ
来
た
れ
り
（
草
稿
本
十

い
ま

と
こ
ろ

と
も
な

き

八
ウ
十
九
オ
）

捨
松
に
名
乗
り
合
は
さ
せ
汝
を
討
ち
一

類
の

敵

を
取
ら
せ
な
ば

す
て
ま
つ

な

の

あ

な
ん
ぢ

う

る
ゐ

か
た
き

と

チ

未
来
の
者
も
執
着
な
く
、
ま
た
そ
れ
が
し
も
頼
ま
れ
し
そ
の
甲
斐
む

み

ら

い

も
の

し
う
ぢ
や
く

た
の

か

ひ

な
し
く
な
る
べ
か
ら
ず
と
今
こ
の
所
へ

伴

ひ
来
た
れ
り
（
刊
本
十

い
ま

と
こ
ろ

と
も
な

き

九
オ
）

右
は
姫
松
家
の
遺
児
捨
松
を
養
育
し
た
児
雷
也
が
無
闇
軍
太
左
衛
門
に
対

し
て
述
べ
た
台
詞
の
一
部
で
あ
る
。
児
雷
也
は
捨
松
の
母
美
棹
が
深
手
を

負
っ
た
所
に
通
り
か
か
り
、
捨
松
の
世
話
を
頼
ま
れ
る
。
右
は
ま
だ
赤
ん

坊
で
あ
る
捨
松
に
一
家
の
仇
を
討
た
せ
る
経
緯
な
ど
を
述
べ
た
後
で
あ
る

が
、
草
稿
本
と
刊
本
と
で
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。

草
稿
本
で
は
「
一
太
刀
浴
び
せ
さ
え
出
来
れ
ば
返
り
討
ち
に
あ
っ
た
と

し
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
刊
本
で
は
「
仇
を
取
っ

て
一
家
の
無
念
を
晴
ら
す
」
と
い
う
内
容
に
変
化
し
て
い
る
。
双
方
と
も

に
「
姫
松
家
の
怨
念
が
晴
れ
る
」
と
い
う
旨
が
続
け
て
書
か
れ
る
が
、
美

棹
、
梢
ら
は
須
磨
太
郎
、
枝
之
進
の
仇
討
ち
の
返
り
討
ち
に
あ
っ
て
軍
太

左
衛
門
に
殺
害
さ
れ
、
怨
霊
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
た
め
、
捨
松

が
返
り
討
ち
に
遭
っ
て
し
ま
っ
て
は
成
仏
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
情
を
差
し
置
い
て
も
、
草
稿
本
の
当
該
箇
所
は
前
後
か
ら
文
意
を

汲
み
取
る
必
要
が
あ
り
、
無
理
な
く
読
め
る
の
は
刊
本
の
方
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
見
同
じ
意
に
取
れ
る
異
同
だ
が
、
校
訂
前
後
で
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
異
な
る
例
を
挙
げ
る
。

ま
た
、
お
綱
の
勇
力
を
賞
し
給
ひ
、
早
速
鎌
倉
雪
の
下
な
る

つ
な

ゆ
ふ
り
き

し
や
う

さ
つ
そ
く

か
ま
く
ら

ゆ
き

伴
右
衛
門
方
へ
あ
ま
た
の
引
物
を
持
た
せ
、
心
き
ゝ
た
る
家
来
に
命

ば

ん

へ

も

ん

か
た

い
ん
も
つ

も

こ
ゝ
ろ

め
い

じ
て
お
綱
の
迎
ひ
を
差
し
向
け
け
り
（
草
稿
本
十
三
ウ
十
四
オ)

つ
な

む
か

さ

む

又
お
綱
の
勇
力
を
深
く
賞
し
給
ひ
つ
ゝ
、
さ
つ
そ
く
鎌
倉
雪
の
下
な

つ
な

ゆ
う
り
き

ふ
か

し
よ
う

か
ま
く
ら
ゆ
き

る
伴
右
衛
門
方
へ
、
心
利
き
た
る
家
来
に
数
多
の
引
物
を
も
た
ら
し
、

ば
ん

か
た

き

け

ら

い

あ

ま

た

い
ん
も
つ

お
綱
の
迎
ひ
を
遣
は
さ
れ
ぬ
（
刊
本
十
五
オ
）

つ
な

む
か

つ
か

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
差
し
向
け
け
り
」
と
「
遣
は
さ
れ
ぬ
」
の
異

同
で
あ
る
。
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
更
科
家
の
人
物
を
救
っ
た
お
綱
に
対

し
て
、
更
科
家
に
招
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
当
主
が
家
来
に
命
じ
て
お
綱

の
迎
え
に
行
か
せ
た
、
と
い
う
文
章
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
で
あ

る
。「
差
し
向
け
る
」
と
「
遣
わ
す
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
内
包
す
る
が
、

当
該
箇
所
で
は
「
差
し
向
け
け
り
」
に
は
当
主
に
対
す
る
敬
意
が
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
か
、
尊
敬
の
助
動
詞
「
る
」
を
加
え
、
さ
ら
に
敬
意
の
含

ま
れ
る
「
遣
わ
す
」
と
校
訂
す
る
こ
と
で
よ
り
丁
寧
な
表
現
と
変
化
さ
せ

る
。
ま
た
、
「
差
し
向
け
る
」
に
は
「
数
百
の
討
兵
を
差
向
ら
れ
」
（
『
近

す
ひ
や
く

う

つ

て

さ
し
む
け

世
説
美
少
年
録
』
第
十
九
回
）
の
よ
う
に
「
兵
な
ど
を
差
し
向
け
る
」
と

い
う
用
例
も
散
見
さ
れ
、
争
い
を
想
起
さ
せ
る
語
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

刊
本
で
は
「
遣
わ
す
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、

右
の
例
で
は
「
い
ん
も
つ
」
に
関
す
る
記
述
を
後
置
し
、
文
章
の
流
れ
が

良
く
な
る
よ
う
校
訂
さ
れ
て
い
る
。

以
上
三
例
を
紹
介
し
た
が
、
二
章
で
挙
げ
た
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
異
同

と
同
様
に
、
単
な
る
誤
り
と
は
言
え
な
い
箇
所
に
関
し
て
も
校
訂
が
な
さ

れ
て
お
り
、
結
果
意
味
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
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三
―
二
、
合
巻
『
今
様
伊
勢
物
語
』

い
ま
よ
う
い
せ
も
の
が
た
り

『
青
陽
石
庁
礎
』
草
稿
本
と
同
時
期
（
嘉
永
二
年
五
月
）
に
成
稿
し
た

一
筆
庵
主
人
の
作
品
で
、
同
様
に
行
事
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
今

様
伊
勢
物
語
』
七
編
の
草
稿
本
が
熊
本
県
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る

（
十
四
）

。

書
誌
は
注
に
記
す
が

（
十
五
）

、
『
青
陽
石
庁
礎
』
草
稿
本
と
大
き
く
異
な
る

点
は
、
一
筆
庵
主
人
の
作
で
あ
り
な
が
ら
も
笠
亭
仙
果
が
校
閲
者
で
あ
る

こ
と
を
前
面
的
に
出
す
点
で
あ
る
。

す
で
に
一
筆
庵
主
人
が
記
し
て
い
た
序
文
や
見
返
し
の
上
か
ら
新
た
に

笠
亭
仙
果
自
筆
自
画
の
序
文
と
見
返
し
を
貼
り
付
け
、
さ
ら
に
十
丁
裏
、

二
十
丁
裏
の
作
者
欄
に
一
筆
庵
主
人
の
名
前
が
あ
る
上
に
貼
り
紙
で
「
仙

果
閲
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
笠
亭
仙
果
が
多
く
校
訂
を
行
っ
た

の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
刊
本
と
の
異
同
を
見
て
み
る
と
、『
青
陽
石
庁
礎
』

と
は
違
い
、
七
編
上
冊
で
は

し
か
確
認
出
来
な
い

（
十
六
）

。
ま
た
、
そ
の

27

異
同
の
内
容
も
「
む
か
ひ
」
（
草
稿
本
）
を
「
む
か
へ
」
（
刊
本
）
に
し
た

り
、
「
け
る
」
（
草
稿
本
）
を
「
け
り
」
（
刊
本
）
に
し
た
り
と
、
活
用
の

微
妙
な
違
い
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
草
稿
本
に
見
ら
れ
る
貼
紙
訂

正
も
他
の
字
と
変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
見
え
、
一
筆
庵
主
人
自
身
が
訂
正

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
は

「
仙
果
閲
」
と
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
一
筆
庵
主
人
の
作
の
ま
ま

で
あ
り
、
一
例

（
十
七
）

を
除
い
て
笠
亭
仙
果
の
校
閲
に
よ
る
意
味
の
変
化
を

生
じ
る
異
同
は
な
い
。

『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
二
、
三
編
の
草
稿
本

と
同
時
期
に
成
稿
し
た
上
、
二
編
と
は
同
じ
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
本
が
別
の
人
物
に
よ
っ
て
校
閲
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
『
青
陽
石
庁

礎
』
に
も
作
者
と
は
別
の
人
物
に
よ
っ
て
校
閲
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
し
か
し
、
『
今
様
伊
勢
物
語
』
で
確
認
で
き
る
異
同
は
少
な
い
こ
と

か
ら
、
作
者
と
は
別
人
物
に
よ
る
校
閲
で
は
異
同
が
少
な
い
と
も
い
え
る
。

こ
の
傍
証
だ
け
で
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
に
み
ら
れ
る
異
同
は
作
者
と
は
別

の
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
断
定
し
か
ね
る
。

三
―
三
、
滑
稽
本
『
夢
輔
譚
』

ゆ
め
す
け
ば
な
し

次
に
一
筆
庵
自
身
が
校
閲
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
作
品
で
は
ど
の
程
度
の

異
同
が
あ
る
の
か
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
筆
庵
主
人
の
没
前
に
執
筆

さ
れ
た
作
品
で
草
稿
本
が
確
認
で
き
る
も
の
は
、
合
巻
『
其
由
縁
鄙
俤
』

四
編
上
冊
と
滑
稽
本
『
夢
輔
譚
』
三
編
と
が
あ
る
。
た
だ
し
『
其
由
縁
鄙

俤
』
は
一
筆
庵
主
人
が
病
気
の
た
め
下
冊
の
草
稿
本
が
間
に
合
わ
ず
、
上

冊
の
み
先
に
刊
行
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
た
め
、
滑
稽
本
『
夢
輔
譚
』

三
編
（
弘
化
二
年
脱
稿
）
で
確
認
し
た
い
。

『
夢
輔
譚
』
三
編
の
草
稿
本
（
中
本
一
冊
）
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
る

（
十
八
）

。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
詳
細
な
書
誌
が
載
る
た
め
、
本
稿
で

は
書
誌
を
取
り
上
げ
な
い
が
、
刊
本
と
草
稿
本
の
異
同
に
関
連
す
る
事
柄

を
次
に
述
べ
る
。

ま
ず
、
序
文
末
に
「
弘
化
二
巳
初
冬
脱
稿
／
同
三
丙
午
孟
春
發
兌
」
と

あ
り
、
上
之
巻
巻
末
に
も
「
弘
化
二
巳
歳
初
冬
／
稿
成
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
筆
庵
主
人
が
病
気
を
患
う
よ
り
前
に
成
稿
し
て
お
り
、
校
閲
も
自

身
で
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
草
稿
本
中
に
は
一
筆
庵
自
身

で
校
閲
を
行
っ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
、
墨
書
に
よ
る
言
葉
の
挿
入
や
削
除

の
指
示
が

箇
所
見
ら
れ
た
。
加
え
て
、
貼
紙
訂
正
が
多
数
あ
り
、
そ
の

11

一
部
が
剥
落
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
挿
入
な
ど
の
訂
正
が
あ
る
草
稿
本
で
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あ
る
た
め
他
に
新
た
な
草
稿
本
が
あ
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
改
装
表
紙
の

た
め
元
表
紙
に
は
あ
っ
た
改
印
な
ど
が
失
わ
れ
て
い
る
の
か
、
現
存
の
草

稿
本
に
は
行
事
に
提
出
し
た
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

『
夢
輔
譚
』
三
編
の
序
文
お
よ
び
口
絵
（
四
丁
）
と
上
之
巻
（
十
七
丁

半
、
う
ち
二
丁
は
挿
画
）
の
異
同
を
確
認
し
た
結
果

（
十
九
）

、

箇
所
の
異

68

同
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち

例
は
草
稿
本
に
「
出
目
介
〽
」
な
ど
発

21

話
者
の
名
前
が
な
い
箇
所
、

例
は
「
夢
輔
」（
草
稿
本
）
を
「
夢
助
」（
刊

ゆ
め
す
け

ゆ
め
す
け

16

本
）
な
ど
と
す
る
、
違
う
漢
字
を
充
て
る
箇
所
、「
家
」（
草
稿
本
）
を
「
家
」

う
ち

い
へ

（
刊
本
）
な
ど
と
す
る
、
ふ
り
が
な
を
変
更
す
る
箇
所
が

例
見
ら
れ
る

9

な
ど
、
内
容
に
関
わ
ら
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
筆
庵
自

身
の
校
閲
の
結
果
訂
正
さ
れ
た
も
の
か
、
浄
書
家
（
明
記
さ
れ
ず
）
に
よ

っ
て
手
を
加
え
ら
れ
た
も
の
か
は
判
断
が
付
き
に
く
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ジ
ャ
ン
ル
が
違
い
丁
数
も
異
な
る
も
の
の
、
一
筆
庵
主
人
自
身
が
校
閲
し

た
と
考
え
ら
れ
る
滑
稽
本
『
夢
輔
譚
』
三
編
に
は
合
巻
『
青
陽
石
庁
礎
』

二
、
三
編
に
見
ら
れ
る
程
に
は
異
同
が
確
認
出
来
ず
、
そ
の
校
訂
内
容
も

『
青
陽
石
庁
礎
』
の
異
同
の
よ
う
に
意
味
が
異
な
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

三
―
四
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
と
各
草
稿
本
と
の
比
較

以
上
、
各
草
稿
本
の
特
徴
と
、
草
稿
本
と
刊
本
間
の
異
同
数
及
び
そ
の

内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

『
青
陽
石
庁
礎
』
の
異
同
は
一
筆
庵
主
人
自
身
が
校
閲
し
た
と
思
し
い

『
夢
輔
譚
』
三
編
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
筆
庵
主
人
自

身
の
校
閲
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
校
閲
が
作
者
と
は
別
の
人
物
が
行
っ
た
例
と
し
て
挙
げ
た
、
笠

亭
仙
果
校
閲
の
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
で
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
よ
う

に
大
き
く
改
変
し
て
い
る
箇
所
は
見
当
た
ら
ず
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
校

閲
者
が
た
だ
ち
に
作
者
と
は
別
人
で
あ
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
た
だ
し
、

笠
亭
仙
果
は
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
の
校
閲
を
板
元
か
ら
頼
ま
れ
た
経

緯
に
関
し
て
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
草
稿
本
序
文
（
笠
亭
仙
果
筆
）
に

記
し
て
お
り
、
一
筆
庵
主
人
が
「
此
一
編
の
み
我
戯
號
出
さ
ん
も
益
な
け

こ
の

わ
が
た
は
れ
な
い
だ

や
く

れ
ば
誰
に
も
あ
れ
校
合
と
か
補
正
と
か
し
て
出
し
給
へ
」
と
板
元
へ
告
げ
、

た
れ

け
う
が
ふ

ほ

せ

い

た

嗣
い
だ
笠
亭
仙
果
自
身
は
「
校
合
し
た
く
も
難
非
は
な
し
。

拠

な
く
閲

け
う
か
ふ

な

ん

ひ

よ
ん
ど
こ
ろ

え
つ

と
記
し
つ
。
こ
は
い
と
い
み
じ
き
ひ
が
こ
と
な
れ
ど
」
と
し
て
い
る
。
こ

し
る

の
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
作
者
で
は

な
い
人
物
が
校
閲
を
行
う
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
ま
ま
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
二
、
三
編
、
『
今
様
伊
勢
物

語
』
の
七
編
と
も
に
「
板
下
改
」
が
一
筆
庵
主
人
の
没
後
に
あ
た
る
九
、

十
、
十
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
期
的
に
『
青
陽
石
庁
礎
』

に
も
校
閲
者
が
別
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
『
青
陽
石
庁
礎
』
と
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
十
編
の
異
同
の
傾
向

が
似
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
両
作
品
は
板
元
、

嗣
作
者
が
同
じ
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
校
閲
が
別
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
た
場
合
、
『
今
様
伊
勢
物
語
』
の
事
例
に
照
ら
す
と
校
閲
者
の
有
力
候

補
の
一
人
に
嗣
作
者
を
挙
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

『
青
陽
石
庁
礎
』
と
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
と
は
、
と
も
に
板
元
が
和
泉

屋
市
兵
衛
で
あ
り
、
一
筆
庵
主
人
の
後
を
嗣
い
だ
作
者
が
柳
下
亭
種
員
で

あ
る
。
『
青
陽
石
庁
礎
』
二
、
三
編
と
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
が
い
ず
れ
も

嗣
作
者
の
柳
下
亭
種
員
に
よ
っ
て
校
閲
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
校
閲
の
傾
向
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の
一
致
も
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

加
え
て
『
青
陽
石
庁
礎
』
三
編
上
冊
の
草
稿
本
に
見
ら
れ
る
見
返
し
が

柳
下
亭
種
員
作
『
青
陽
石
庁
礎
』
四
編
刊
本
の
見
返
し
に
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
（
注
（
五
）
参
照
）
、
三
編
の
出
板
が
一
年
遅
れ
、
四
編
と
同

年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
校
閲
者
が
四
編
の
嗣
作
者
柳
下
亭

種
員
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
上
で
証
左
と
な
り
う
る
。

他
に
も
柳
下
亭
種
員
作
の
『
白
縫
譚
』
（
初
編
は
嘉
永
二
年
刊
）
な
ど

に
見
ら
れ
る
文
字
遣
い
や
符
号
の
遣
い
方
に
類
似
す
る
例
が
『
青
陽
石
庁

礎
』
の
二
、
三
編
の
刊
本
に
は
見
ら
れ
る
が
、
草
稿
本
に
は
見
ら
れ
な
い

（
「
た
ま
ふ
」
に
「
玉
」
と
い
う
漢
字
を
宛
て
る
例
が
草
稿
本
に
は
見
ら

れ
な
い
が
、
刊
本
と
『
白
縫
譚
』
に
は
見
ら
れ
る
）
。
さ
ら
に
、
同
様
の

傾
向
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
『
青
陽
石
庁
礎
』
初
編
の
刊
本
に
も
見
ら
れ

る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
柳
下
亭
種
員
が
初
編
以
降
の
校
閲
を
行
っ
た
と
す
る
の
は
現

段
階
で
は
仮
説
に
と
ど
ま
る
た
め
、
内
容
面
の
吟
味
を
経
て
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
一
端
を
示
す
と
、
『
青
陽
石
庁
礎
』
は
初
編
に
記
さ
れ

る
「
大
意
」
に
留
ま
ら
ず
に
長
編
化
し
て
お
り
、
初
編
末
に
記
さ
れ
た
次

編
予
告
や
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
の
一
筆
庵
主
人
に
よ
る
序
文
中
で
の

「
青
陽
石
」
へ
の
言
及

（
二
十
）

と
も
異
な
っ
て
い
る
。
初
編
の
校
閲
者
と
し

て
も
柳
下
亭
種
員
が
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
一
筆
庵
主
人
が
す
で
に

胸
痛
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
内
容
面
で
も
柳
下
亭
種
員
が

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
『
青
陽
石
庁
礎
』
の
構
想
変
化

に
作
者
以
外
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
調
査
を

要
す
る
た
め
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

〔
附
記
〕

本
文
の
引
用
に
際
し
、
仮
名
表
記
が
多
い
箇
所
に
は
文
意
を
通
り
や
す
く
す
る

た
め
に
適
宜
漢
字
を
あ
て
、
元
の
表
記
を
ふ
り
が
な
と
し
て
残
し
た
。
さ
ら
に
、

私
に
傍
線
を
付
し
、
句
読
点
や
濁
点
、
会
話
文
に
は
鉤
括
弧
を
補
っ
た
箇
所
が
あ

る
。本

稿
は
平
成
三
十
年
度
京
都
大
学
国
文
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、

そ
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
や
複
写
、
撮
影
を
ご
許
可
く

だ
さ
い
ま
し
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
並
び
に
熊
本
県
立
美
術
館
、
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
、
専
修
大
学
図
書
館
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書

館
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は

科
学
研
究
費
助
成
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
課
題
番
号
：18J13177

）
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

［
注
］

（
一
）
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
の
十
一
編
ま
で
、
既
に
死
没
し
て
い
る
美
図
垣
笑
顔

が
作
者
と
書
か
れ
る
が
、
実
際
に
は
何
編
か
ら
一
筆
庵
主
人
の
代
作
で
あ
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
が
備
わ
る
。
注
（
十
）
参
照
。

（
二
）
長
友
千
代
治
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

近
世
小
説
稿
本
集
』
（
八
木
書

店
、
昭
和
五
十
八
年
）
。
異
同
数
は
解
説
に
列
挙
さ
れ
る
も
の
を
数
え
た
が
、

『
花
名
所
懐
中
暦
』
に
つ
い
て
は
、
貼
紙
訂
正
前
後
の
指
摘
、
表
記
が
漢
字

で
あ
る
か
ひ
ら
が
な
で
あ
る
か
の
違
い
に
関
す
る
指
摘
は
除
い
た
。

（
三
）
林
美
一
校
訂
『
方
言
修
行
【
金
草
鞋
】
二
編
・
東
海
道
』
（
河
出
書
房
新

社
、
昭
和
五
十
九
年
）
お
よ
び
、
同
校
訂
『
【
腹
之
内
戯
作
種
本
】（
他
二
作
）
』

（
同
、
昭
和
六
十
二
年
）
の
二
作
品
に
つ
い
て
、
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部
第
一
』
（
昭
和
十
五
年
）
に
、
既
に

『
青
陽
石
庁
礎
』
草
稿
本
の
略
書
誌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
五
）
本
書
の
見
返
し
は
『
青
陽
石
庁
礎
』
三
編
刊
本
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
四
編

刊
本
の
見
返
し
で
そ
の
画
組
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
四
編
刊
本
の
見
返
し
に

は
「
黄
金
／
赤
縄
／
黒
白
／
明
断

青

陽

石

廳

礎
第
四
編
／
一

名

せ
い
や
う
せ
き
や
か
た
の
い
し
ず
ゑ
だ
い
し
へ
ん

い
つ
の
な

青

砥

譚
」
「
柳
下
亭
種
員
作
／
一
猛
斎
芳
虎
画
」
「
嘉
永
／
三
戌
／
新

あ
を
と
も
の
が
た
り

彫
」
「
甘
泉
堂

和
泉
屋
市
兵
衛
梓
」
と
あ
り
、
編
数
、
作
者
・
画
工
名
、

出
板
年
な
ど
に
変
更
が
あ
る
。

（
六
）
異
同
確
認
の
た
め
用
い
た
『
青
陽
石
庁
礎
』
刊
本
は
、
二
編
は
国
立
国
会

図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
、191-156

）
、
三
編
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図

書
館
潁
原
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号
、
国
文
・
潁
原||P

o||11

）
で
あ
る
。
以
下
、

『
青
陽
石
庁
礎
』
刊
本
は
右
記
の
資
料
を
用
い
た
。
ま
た
、
校
合
は
専
修
大

学
図
書
館
向
井
信
夫
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号
、/000/Z

00/M
2293.1,2

）
で

行
っ
た
。
異
同
に
は
仮
名
遣
い
の
違
い
、
濁
点
の
有
無
、
表
記
が
漢
字
で
あ

る
か
ひ
ら
が
な
で
あ
る
か
の
違
い
、
送
り
仮
名
の
違
い
に
つ
い
て
は
取
り
上

げ
な
い
。
ま
た
、
異
同
の
区
切
れ
は
私
に
判
断
し
た
も
の
で
、
一
つ
と
し
て

数
え
た
箇
所
に
も
細
か
な
複
数
の
異
同
が
あ
る
場
合
が
あ
る
（
「
後
家
の
お

こ

け

た
ね
と
徳
三
郎
」
（
草
稿
本
）
と
「
ご
け
お
た
ね
と
そ
の
一
子
と
く
三
郎
」

と
く
さ
ふ
ろ
う

（
刊
本
）
や
「
そ
れ
が
し
は
ゆ
き
く
れ
し
た
び
の
も
の
や
ど
り
を
も
と
め
う

し
な
ひ
て
不
ち
あ
ん
な
い
ゆ
へ
こ
の
へ
ん
ま
で
さ
ま
よ
ひ
来
り
し
も
の
な
る

に
」
（
草
稿
本
）
と
「
そ
れ
が
し
は
思
は
ず
も
ふ
ち
あ
ん
な
い
に
て
や
ど
と

り
お
く
れ
ゆ
き
く
ら
し
た
る
た
び
の
も
の
」（
刊
本
）
な
ど
）。
以
下
同
様
。

（
七
）
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

近
世
小
説
稿
本
集
』
に
収
録
の
『
南
総
里
見

八
犬
伝
』
第
九
輯
四
十
巻
の
稿
本
と
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
十
一
（
浜
田
啓

介
校
訂
、
新
潮
社
、
平
成
十
五
年
）
の
翻
刻
と
を
比
較
し
た
。

（
八
）
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
「
噺
本
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

お
い
て
「
て
い
た
ら
く
」
「
為
体
」
で
検
索
し
た
結
果
で
あ
る
。
本
文
で
挙

げ
た
三
例
は
順
に
『
軽
口
露
が
は
な
し
』（
六
巻
所
収
、
元
禄
十
一
年
刊
）、

『
年
忘
噺
角
力
』（
十
巻
所
収
、
安
永
五
年
刊
）
、『
仕
形
落
語
工
風
知
恵
輪
』

（
十
五
巻
所
収
、
文
政
四
年
刊
）。

（
九
）
検
索
はJapan

K
now

ledge

の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
近
世
説
美
少

年
録
』
、
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
の
日
本
古
典
文
学
大
系
『
椿
説

弓
張
月
』
、
高
木
元
氏
公
開
の
「
ふ
み
く
ら
」
内
テ
キ
ス
ト
『
南
総
里
見
八

犬
伝
』（
第
三
十
回
ま
で
）
を
元
に
行
っ
た
。

（
十
）
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
下
（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
七
年
）
に
収
録
さ
れ

る
「
解
説
」（
佐
藤
至
子
氏
執
筆
）
、「
二

成
立

―
作
者
と
構
想

（
一
）

作
者
」
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
十
一
）
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部
第
一
』（
昭
和
十
五
年
）
に
、
既

に
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
稿
本
の
略
書
誌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
十
二
）
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
十
編
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
。
（
請
求
番

号
、

．

―
イ

）
写
本
。
中
本
二
冊
（
上
・
下
）
。
一
筆
庵
主
人
著
。

913

64

17

自
筆
自
画
。
仮
綴
を
表
紙
（
本
文
共
紙
）
と
同
質
紙
で
包
背
。
縦
一
九
．
七

糎
、
横
一
三
．
八
糎
。
丁
数
、
各
十
丁
。

上
冊
の
表
紙
は
原
表
紙
（
題
名
、
筆
者
、
画
工
、
板
元
の
記
載
あ
り
）
の
上

か
ら
同
質
紙
を
全
面
に
貼
付
け
、
中
央
に
外
題
打
付
書
「
兒
雷
也
第
十
編

上
冊
」
、
表
紙
右
下
に
「
美
圖
垣
笑
顔
作
／
一
陽
齋
豊
國
画
」、
左
下
に
「
販

元

芝
神
明
前
／
和
泉
屋
市
兵
衛
」
と
あ
る
。
表
紙
の
包
背
紙
の
部
分
に
は

「
申
五
月
十
六
日
持
参

」
、
そ
の
左
、
表
紙
の
作
者
名
上
部
に
は
「
申
十

ス

月
五
日
出

」
と
あ
る
。
後
表
紙
中
央
「
筆
福
／
硯
寿
」。

ル

下
冊
の
表
紙
は
中
央
に
外
題
打
付
書
「
兒
雷
也
十
編

下
冊
」、
右
下
に
「
美

圖
垣
作
／
豊
國
画
」
、
左
下
に
「
甘
泉
堂
板
」
と
あ
る
。
作
者
名
の
右
上
に

は
「
申
五
月
十
六
日
持
参

」
と
あ
る
。
後
表
紙
中
央
に
「
弘
化
五
年
／
申

ス

孟
春
稿
成
」
と
あ
る
。

上
冊
見
返
し
に
は
「
蝦
蟆
妖
術
／
大
蛇
怪
異

兒
雷
也
豪
傑
譚

第
十
編

か
ま
の
え
う
し
ゆ
つ

お
ろ
ち
く
わ
い
ゐ

じ
ら
い
や
が
う
け
つ
も
の
か
た
り
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／
全
二
冊
」「
美
圖
垣
笑
顔
作
／
一
陽
齋
豊
國
画
」「
弘
化
五
戊
申
春
脱
稿
／

同
六
稔
己
酉
春
發
兌
」「
司
馬
神
明
前
／
和
泉
屋
市
兵
衛
販
」。

下
冊
見
返
し
は
原
見
返
し
（
白
紙
）
の
上
か
ら
同
質
紙
を
全
面
に
貼
付
け
、

「
児
雷
也
／
豪

傑

譚

第
十
編
／
下
冊
」
「
美
圖
垣
作
／
一
陽
斎
画
」

し

ら

い

や

か
う
け
つ
も
の
か
た
り

た
い
し
つ
へ
ん

け
さ
つ

「
嘉
永
二
己
酉
歳
／
青
陽
發
市
」「
甘
泉
堂
梓
」
と
あ
る
。

序
文
は
上
冊
一
丁
表
の
枠
内
に
貼
付
ら
れ
た
同
質
紙
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

「
一
筆
葊
主
人
誌
」
の
署
名
の
下
に
は
さ
ら
に
「
壱
筆
」
の
朱
円
印
が
押
さ

れ
た
紙
が
貼
付
け
ら
れ
る
。
口
絵
・
本
文
に
貼
紙
訂
正
あ
り
。
剥
落
の
跡
は

見
当
た
ら
な
い
。
朱
筆
に
て
挿
画
の
指
示
あ
り
（
「
山
の
と
り
手
城
で
は
な

し
」
な
ど
）。

（
十
三
）
異
同
確
認
の
た
め
用
い
た
刊
本
の
本
文
は
『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
上
（
服

部
仁
・
佐
藤
至
子
編
、
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
七
年
）
の
翻
刻
に
拠
り
、

適
宜
所
収
の
影
印
に
よ
り
確
認
を
行
っ
た
。

（
十
四
）
本
書
に
関
し
て
、
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目

第
二
十
一
號
』
（
昭
和
二
十

六
年
）
の
棒
目
録
に
記
載
が
あ
る
他
、
熊
本
県
立
美
術
館
の
所
蔵
品
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
上
に
本
書
の
表
紙
や
見
返
し
、
口
絵
の
画
像
が
掲
載
さ
れ
る
。
「
稿

本
「
今
様
伊
勢
物
語
」
第
七
編
上
下
」

http://w
w
w
.m
useum

.pref.kum
am
oto.jp/artifact/pub/detail.aspx?c_id=

15

&
id=
2849&

pg=
52&

bk=
1

他
に
も
、
『
今
西
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
肉
筆
浮
世
絵
名
品
展
：
初
公
開

熊
本
県
立

美
術
館
所
蔵
』（
熊
本
県
立
美
術
館
編
、
太
田
記
念
美
術
館
版
、
平
成
二
年
）

に
も
本
書
の
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
十
五
）『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編

熊
本
県
立
美
術
館
蔵
本
。

写
本
。
中
本
二
冊
。
一
筆
庵
主
人
著
。
縦
一
九
．
五
糎
、
横
一
三
．
六
糎
。

丁
数
、
各
十
丁
。
一
部
を
除
き
自
筆
自
画
。
仮
綴
を
表
紙
（
本
文
共
紙
）
と

同
質
紙
で
包
背
。

【
上
冊
】
表
紙
中
央
に
外
題
打
付
書
「
今
樣
伊
勢
物
語
／
第
七
編
」
、
表
紙

右
下
に
「
一
筆
葊
主
人
稿
（
貼
紙
剥
落
跡
あ
り
）
／
歌
川
貞
秀
画
」
、
左
下

に
「
願
人
版
元

両
国
吉
川
甼
／
大
黒
屋
平
吉
」
、
外
題
右
に
朱
筆
「
申
九

月
十
六
日
板
〔
下
改
印
済

〕
」
（
※
表
紙
か
ら
剥
落
し
た
と
思
し
い
紙
片
が

※

下
冊
に
挟
み
込
ま
れ
る
。
）
外
題
上
部
に
改
印
「
村
田
」
「
米
原
」
（
墨
小
円

印
）。
後
表
紙
中
央
に
「
嘉
永
改
元
年
申
歳
／
中
夏
草
稿
成
」、
左
下
に
印
記

「
月
明
荘
」
（
反
町
茂
雄
）。
包
背
紙
に
は
前
表
紙
側
に
二
箇
所
、
後
表
紙
側

に
一
箇
所
割
印
「
壱
筆
」（
朱
円
印
）
が
あ
る
。

【
下
冊
】
表
紙
中
央
に
外
題
打
付
書
「
今
樣
伊
勢
物
語
／
第
七
篇

下
冊
」
、

表
紙
右
下
に
「
一
筆
葊
稿
本
」（
貼
紙
剥
落
跡
あ
り
）
、
左
下
に
「
大
平
販
」
、

外
題
上
部
に
改
印
「
村
田
」「
米
原
」（
墨
小
円
印
）
後
表
紙
に
「
嘉
永
改
元

戊
申
中
夏
／
稿
成
同
己
酉
發
市
」
「
新
販
利
市
／
大
吉
喜
寿
」、
左
下
に
印
記

「
月
明
荘
」
（
反
町
茂
雄
）。
包
背
紙
に
は
前
表
紙
側
に
二
箇
所
、
後
表
紙
側

に
一
箇
所
割
印
「
壱
筆
」（
朱
円
印
）
が
あ
る
。

【
上
冊
】
見
返
し
は
一
筆
庵
主
人
自
筆
自
画
の
元
見
返
し
の
上
に
笠
亭
仙
果

自
筆
自
画
の
新
見
返
し
が
貼
付
け
ら
れ
る
（
上
部
の
み
糊
で
付
け
て
い
る
た

め
、
元
見
返
し
は
確
認
可
能
）
。
〈
元
見
返
し
〉
「
今
様
い
せ
も
の
か
た
り

い
ま
や
う

第
七
編
／
上
冊
」
、
同
短
冊
内
に
朱
筆
「
薄
す
み
に
て
模
様
入
」
。
「
一
筆
葊

主
人
作
／
歌
川
貞
秀
画
圖
」
、「
一
筆
葊
主
人
戯
作
／
一
陽
斎
豊
國
画
／
嘉
永

改
元
年
中
夏
／
稿
成
同
二
年
酉
孟
／
春
發
兌
」
、
同
短
冊
内
に
朱
筆
「
前
ニ

同
し
」
。
口
上
末
に
「
松
寿
堂

両
国
吉
川
町
／
大
黒
屋
平
吉
」、
貼
紙
訂
正

あ
り
。
〈
新
見
返
し
〉「
一
筆
葊
稿
本
」「
東
都

両
国
／
大
黒
屋
蔵
梓
」「
今

平
吉

様
伊
勢
物
語
／
七
編
之
上
冊
」
「
嘉
永
二
年
／
酉

春
／
新
刊
」
「
仙
果
閲
」

ノ
巻

ノ

「
貞
秀
画
」
、
朱
筆
「
ね
す
み
に
て
あ
り
は
ら
び
し
」
「
か
き
つ
ば
た
」
「
状

箱
よ
り
文
出
る
」。
貼
紙
訂
正
あ
り
。

【
下
冊
】
見
返
し
は
元
見
返
し
の
上
に
同
質
紙
で
全
面
貼
付
。
笠
亭
仙
果
自
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筆
自
画
。
「
一
筆
葊
稿
本
」
「
松
寿
堂
梓
」
「
い
せ
物
か
た
り
／
第
七
編
下
／

下
ノ
巻
」
「
仙
果
閲
／
貞
秀
畫
」
「
仙
果
閲
」「
貞
秀
画
」、
朱
書
き
で
「
き
つ

ね
の
ど
う
け
め
ん
と
む
す
め
の
め
か
づ
ら
た
ん
ほ
の
花
あ
し
ら
ひ
か
つ
こ
ふ

よ
ろ
し
く
」「
隅
田
川
み
や
げ
也
」。

【
上
冊
】
序
文
も
一
筆
庵
主
人
自
筆
の
元
序
文
の
上
に
笠
亭
仙
果
自
筆
の
新

序
文
が
貼
付
け
ら
れ
る
（
上
端
の
み
糊
で
付
け
て
い
る
た
め
、
元
序
文
は
確

認
可
能
）
。
〈
元
序
文
〉
末
に
「
維
時
嘉
永
改
元
申
歳
中
夏
／
稿
成
同
二
年
酉

孟
春
發
兌
」「
一
筆
庵
主
人
謾
誌
〔
朱
円
印
「
一
筆
」
を
貼
紙
〕」
と
あ
る
。

〈
新
序
文
〉
末
に
「
嘉
永
二
年
酉
正
月
」「
笠
亭
仙
果
白
」
と
あ
る
。

【
上
冊
】
口
絵
・
本
文
に
貼
紙
訂
正
あ
り
（
う
ち
一
箇
所
は
十
丁
裏
の
短
冊

内
「
一
筆
葊
戯
作
」
か
ら
「
笠
亭
仙
果
閲
」
に
訂
正
）
。
剥
落
の
跡
は
見
当

た
ら
ず
。
朱
筆
に
て
挿
画
の
指
示
あ
り
。
二
丁
表
上
部
に
旧
蔵
印
「
守
野
蔵

書
」（
朱
角
印
）。

【
下
冊
】
本
文
に
貼
紙
訂
正
あ
り
（
う
ち
一
箇
所
は
十
丁
裏
の
短
冊
内
「
一

筆
葊
主
人
戯
作
」
か
ら
「
笠
亭
仙
果
閲
」
に
訂
正
）
。
剥
落
の
跡
は
見
当
た

ら
ず
。
朱
筆
に
て
挿
画
の
指
示
あ
り
。
一
丁
表
上
部
に
旧
蔵
印
「
守
野
蔵
書
」

（
朱
角
印
）。

（
十
六
）
異
同
確
認
の
た
め
用
い
た
刊
本
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
は
名
古
屋
市

鶴
舞
中
央
図
書
館
（
水
野
文
庫
）
蔵
本
（
整
理
書
名
、『
風
俗
伊
勢
物
語
』、

整
理
番
号
、
絵
草
紙
三
二ｰ

一
三ｰ

一
四
）
で
あ
る
。

（
十
七
）
「
も
の
か
き
な
に
く
れ
と
」
（
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
稿
本
十
ウ
）
が

「
も
の
か
き
ふ
み
よ
む
こ
と
は
い
へ
ば
さ
ら
な
り
ぶ
げ
い
ゆ
う
げ
い
な
に
く

れ
と
」
（
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
刊
本
十
ウ
）
と
校
訂
さ
れ
て
い
る
例
が
あ

る
。

（
十
八
）
岩
瀬
文
庫
の
企
画
展
示
「
自
筆
本
は
語
る
」
で
紹
介
さ
れ
、
図
録
（
西

尾
市
岩
瀬
文
庫
、
平
成
二
十
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、
詳
細
な
書
誌

が
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
載
る
。「
夢
輔
譚
三
篇
」

https://trc-adeac.trc.co.jp/W
J11F

0/W
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00010/m
p01173200/?W

ord=
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E
5%
A
4%
A
2%
E
8%
B
C
%
94%

E
8%
A
D
%
9

A

（
十
九
）
刊
本
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
尾

13-154

）
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

（
二
十
）
『
今
様
伊
勢
物
語
』
七
編
稿
本
の
序
文
に
は
「
今
歳
予
が
新
著
に
。
（
中

略
）
青
陽
石
の
結
句
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
お
お
ぜ
き

あ
や
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
、

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


